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道路改良費など増額補正を可決－９月定例会　2 ～ 3㌻
41 億円の使い道を再チェック !! － 29 年度決算を認定　４～ 7㌻

「三セク」行政関与の留意点は、普代浜園地の振興策は － 一般質問　８～９㌻
陳情１件を採択、臨時議会、議会の動き、fudai 未来予想図ほか　10 ～ 12㌻

元気にスタート!!
（10月 27 日、はまゆりマラソン大会）

主
な
内
容



の
立
木
等
伐
採
な
ど
に
係
る
道

路
補
修
用
役
務
料
７
６
３
万

円
、
村
道
補
修
工
事
で
側
溝
修

繕
・
村
道
法
面
撤
去
等
工
事
１

２
０
０
万
円
、
道
路
新
設
改
良

費
と
し
て
、村
道
堀
内
中
央
線
・

黒
崎
港
線
の
両
改
良
工
事
を
２

９
５
７
万
５
千
円
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

仮
設
施
設
の
撤
去

補
助
事
業
な
の
か

野
場
議
員

問　

歳
入
の
仮
設
施
設
有
効
活

用
等
支
援
事
業
が
７
２
０
万
円

で
あ
る
が
、
村
負
担
は
な
く
全

て
補
助
事
業
な
の
か
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

仮
設
施
設
有
効
活
用
等
支

援
助
成
事
業
は
、
仮
設
の
撤
去

に
か
か
る
管
理
委
託
料
と
工
事

費
分
で
、31
年
度
ま
で
の
事
業
。

１
０
０
％
中
小
機
構
の
補
助
で

調
査
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

９　月
定例会

改良が行われている村道黒崎港線

　
村
議
会
第
５
回
定
例
会
（
９
月
定
例
会
）
が
９
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の
３
日
間

開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
・
簡
易
水
道
の
両
特
別
会
計
の
補

正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
７
議
案
と
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
１

件
が
審
議
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
一
般

会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
決
算
の
認
定
は
、
７
会
計
と
も
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
に
は
２
議
員
が
登
壇
。
行
政
と
第
三
セ
ク
タ
ー
の
関
係
や
子
育
て
支

援
、
普
代
浜
園
地
の
振
興
策
、
栽
培
漁
業
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
ま 

し
た
。
今
号
で
は
、
補
正
予
算
な
ど
の
内
容
、
質
疑
、
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
、 

一
般
質
問
な
ど
の
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

道
路
改
良
費
な
ど
を
増
額

29
年
度
決
算
41
億
円
を
認
定

号
）

　

歳
入
歳
出
に
６
３
６
０
万
４

千
円
を
増
額
す
る
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
村
か

ら
提
出
さ
れ
、可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
は
30

億
６
８
０
８
万
３
千
円
に
な
り

ま
す
。

　

主
な
増
額
は
、
総
務
費
で
村

観
光
大
使
及
び
地
域
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業
60
万
９

千
円
、
防
災
士
養
成
事
業
32
万

円
な
ど
の
ほ
か
、
農
林
水
産
業

費
で
は
、
漁
協
加
工
場
仮
設
施

設
解
体
撤
去
工
事
費
５
５
０
万

円
・
設
計
監
理
業
務
委
託
料
１

７
０
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
村
内
５
カ
所

道
路
改
良
費
な
ど

６
３
６
０
万
円
増

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

防
災
士
の
養
成

女
性
も
必
要
で
は

正
路
議
員

問
　
防
災
士
養
成
事
業
は
、
当

初
予
算
に
プ
ラ
ス
で
考
え
た
も

の
で
い
い
の
か
、
詳
し
い
説
明

を
求
め
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
防
災
士
も
養

成
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

川
向
総
務
課
長

答
　
当
初
予
算
52
万
円
で
そ
れ

に
加
え
て
の
32
万
円
と
な
る
。

　

当
初
職
員
３
名
、
自
主
防
２

名
だ
っ
た
が
、
新
た
に
７
名
増

員
し
受
講
者
は
12
名
に
な
る
。

　

受
講
免
除
の
消
防
関
係
、
警

察
な
ど
経
験
者
５
名
を
増
や

し
、
全
体
で
17
名
の
登
録
を
目

村
道
堀
内
港
線

減
額
の
理
由
は

嵯
峨
議
員

問
　
村
道
堀
内
港
線
高
潮
対
策

工
事
で
当
初
１
５
０
０
万
円
の

予
算
が
４
０
０
万
円
減
と
あ
る

が
、
理
由
は
何
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答
　
辺
地
債
の
確
定
に
よ
り
４

０
０
万
円
の
減
で
、
１
５
０
０

万
円
予
定
し
て
い
た
が
、
全
部

は
や
れ
な
い
状
況
に
な
り
、
２

年
く
ら
い
の
工
事
に
な
る
予
定

の
た
め
で
あ
る
。

指
す
も
の
で
あ
る
。

　

女
性
防
災
士
の
養
成
は
、
同

じ
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
予
算

を
付
け
な
が
ら
今
後
も
増
員
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

遺
跡
調
査
の
遅
れ

工
事
に
影
響
な
い
か

金
子
議
員

問
　
道
路
新
設
改
良
費
、
黒
崎

港
線
の
改
良
工
事
部
分
で
遺
跡

調
査
が
１
カ
月
く
ら
い
延
び
る

と
い
う
話
し
が
あ
っ
た
が
、
道

路
工
事
に
影
響
、
遅
れ
と
い
っ

た
よ
う
な
状
況
が
考
え
ら
れ

る
。
説
明
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
遺
跡
調
査
は
村
が
全

額
負
担
で
あ
る
と
の
こ
と
、
何

か
し
ら
の
事
業
（
補
助
）
な
ど

な
い
も
の
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答
　
遺
跡
調
査
そ
の
も
の
は
終

わ
っ
て
い
る
状
況
で
１
カ
月
程

度
延
び
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

工
事
も
今
年
度
分
は
や
や
消

化
と
い
う
状
況
、
で
き
る
部
分

を
今
年
度
分
に
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

当
初
は
28
、
29
、
30
年
度
の

予
定
だ
っ
た
が
、
半
年
か
ら
１

年
延
び
る
見
込
み
で
あ
る
。

柾
屋
村
長

答
　
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
に
つ

い
て
は
実
施
主
体
が（
経
費
を
）

出
す
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
対

す
る
補
助
等
一
切
な
く
、
起
債

等
で
の
財
源
的
な
優
遇
措
置
も

な
い
も
の
で
あ
る
。

堀
内
中
央
道
の

ぼ
こ
ぼ
こ
解
消
を

中
上
議
員

問
　
堀
内
中
央
道
は
何
十
年
も

拡
幅
が
進
ま
な
い
。
水
も
湧
き

出
た
り
、
舗
装
も
痛
ん
で
み
ん

な
困
っ
て
い
る
。
舗
装
改
修
だ

け
で
も
で
き
な
い
も
の
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答
　
現
在
用
地
買
収
が
進
ん
で

い
な
い
部
分
も
あ
り
、
予
算
は

ほ
か
の
道
路
改
修
に
回
し
た

り
、
来
年
度
以
降
に
繰
り
越
し

て
実
施
し
て
い
く
。

　

舗
装
改
修
だ
け
に
し
て
も
、

個
人
名
義
の
村
道
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
が
進
ま
な
け
れ
ば
実

施
で
き
な
い
が
、
な
ん
と
か
し

て
い
く
。

質

疑

■９月定例会−補正予算・質疑の内容

撤去予定の仮設施設（太田名部大沢地区）

防災士の養成が望まれます

一
般
会
計

補
正
予
算

▲︱

▲︱
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■９月定例会−決算審査

平成 29年度の決算を認定

41億円の使い道を 再チェック!!

決
算
特
別
委
員
会
（
金
子
泰
男
委
員
長
・
委
員
７
人
）
は
９
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の
３
日
間

開
か
れ
、
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決
算
と
６
特
別
会
計
の
総
額
41
億
４
９
３
６
万
９
千
円
を

審
査
し
ま
し
た
。
村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
結
果
、
全
員
賛
成

で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
な
い
か
。

大
村
農
林
商
工
課
長

答
　
ク
マ
の
わ
な
も
か
な
り
重

い
と
い
う
こ
と
で
、
設
置
に
苦

慮
し
て
い
る
。
今
後
、
駆
除
隊

の
若
返
り
も
必
要
と
考
え
、
狩

猟
の
免
許
な
ど
の
補
助
も
考
え

て
い
る
。

「
青
の
国
」
の
家
賃

収
入
の
根
拠
は

（
地
方
創
生
）

中
上
委
員

問
　
昨
年
ま
で
役
場
の
収
入
と

な
っ
て
い
た
駅
テ
ナ
ン
ト
の
家

賃
収
入
が
消
え
、
そ
の
ま
ま
㈱

青
の
国
の
収
益
に
計
上
さ
れ

た
。
民
間
感
覚
か
ら
は
理
解
で

き
な
い
が
説
明
を
求
め
る
。

道
下
政
策
推
進
室
長
・
太
田
副

村
長
・
柾
屋
村
長

答
　
平
成
３
年
に
地
方
自
治
法

の
改
正
が
あ
り
、
法
的
に
は
問

題
な
い
。

　

利
用
料
金
制
と
い
う
事
で
指

定
管
理
委
託
を
し
て
い
る
。
行

政
財
産
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ

て
民
間
の
活
力
を
取
り
入
れ
る

と
こ
ろ
に
利
用
料
金
制
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

年
金
受
給
の
通
知

村
か
ら
も
あ
る
の
か

（
国
民
年
金
）

野
場
委
員

問
　
国
民
年
金
費
で
、
年
金
受

給
者
に
対
し
、
何
々
の
受
給
が

発
生
し
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
を
村
か
ら
報
告
し
て
い

る
も
の
な
の
か
、
年
金
事
務
所

か
ら
の
通
知
だ
け
な
の
か
伺

う
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答
　
年
金
事
務
所
か
ら
の
通
知

と
な
っ
て
い
る
。

　

村
に
問
い
合
わ
せ
と
か
、
窓

口
に
き
て
申
請
の
仕
方
、
確
認

は
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答
　
１
歳
児
、
６
カ
月
検
診
を

村
で
実
施
し
て
い
る
の
で
、
お

母
さ
ん
方
か
ら
意
見
、
要
望
な

ど
聞
き
な
が
ら
分
析
を
し
て
い

く
。

　

出
生
の
内
訳
は
、
第
１
子
３

名
、
第
２
子
７
名
、
第
３
子
以

降
６
名
と
な
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除

後
継
者
対
策
は

（
有
害
鳥
獣
対
策
）

嵯
峨
委
員

問
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
、（
駆
除
隊
）
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
後
継

者
対
策
を
し
た
方
が
い
い
の
で

個
人
に
い
く
の
は

何
％
ぐ
ら
い
か

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

嵯
峨
委
員

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
寄
付
額
の
50
％
で
「
青
の

国
」
へ
業
務
委
託
と
あ
る
が
、

50
％
の
内
、
個
人
に
い
く
の
は

何
％
に
な
る
の
か
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答
　
例
え
ば
、
１
万
円
の
寄
付

が
あ
っ
た
場
合
、「
青
の
国
」

に
５
０
０
０
円
業
務
委
託
が
い

き
、
30
％
以
内
で
返
礼
品
を
送

り
、
残
り
２
０
０
０
円
に
つ
い

て
は
送
料
や
Ｐ
Ｒ
に
関
わ
る
経

費
、
労
務
費
な
ど
で
あ
る
。

案
内
板
の
設
置

分
か
り
や
す
く

（
観
光
案
内
）

熊
谷
委
員

問
　
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
か
ら
の

「
普
代
方
面
」「
普
代
駅
」と
い
っ

た
案
内
板
が
分
か
り
や
す
い
と

こ
ろ
に
な
い
が
、
今
後
の
対
策

を
伺
う
。

太
田
副
村
長

答
　
初
め
て
普
代
村
を
目
指
し

て
く
る
方
に
も
分
か
り
や
す
い

案
内
表
示
と
な
る
よ
う
今
後
、

案
内
板
の
箇
所
、
記
載
方
法
な

ど
検
討
し
、
優
先
的
に
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

が
、
村
か
ら
の
通
知
を
出
す
と

い
う
の
は
な
い
状
況
。

　

住
民
福
祉
通
信
で
機
会
を
捉

え
、
年
金
に
つ
い
て
も
掲
載
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

育
児
祝
い
金
の
効
果

分
析
し
て
い
る
の
か

（
子
育
て
支
援
）

正
路
委
員

問
　
育
児
祝
い
金
に
関
し
て
、

以
前
５
名
ま
で
出
生
数
が
落

ち
、
29
年
度
は
16
名
ま
で
戻
っ

た
。
育
児
祝
い
金
の
効
果
な
ど

分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
第
１
子
、
第
２
子
、

第
３
子
の
出
生
状
況
を
伺
う
。

育児祝い金の効果はいかに・・・

案内板が分かりにくいグリーンロードからの分岐点

村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
質
疑一般会計・特別会計の決算額  41 億4936 万 9 千円　　　（前年度比　3.23％減）

一般会計

⬇31億7544万円
前年度比 4.43％減

国民健康保険

⬇4億6954万円
前年度比 4.46％減

国民健康保険診療施設⬆

2億1454万円
前年度比 1.94％減

簡易水道 ⬇

1億1120万円
前年度比 36.6％増

後期高齢者医療事業⬇

3073万円
前年度比 8.91％増

漁業集落排水事業

⬆2422万円
前年度比 4.43％増

休養施設事業 ⬇

1億2370万円
前年度比 1.45％増

金子決算特別委員長

一般会計と６つの
特別会計の決算額
などは右のとおりです

▲︱

▲︱

●5
ふだい議会だより  №145

平成30年11月15日発行
●4

ふだい議会だより  №145

平成30年11月15日発行



「一般質問」

　９月定例会の一般質問には、中上一登

議員、金子泰男議員の 2 人が登壇し、村

の課題などに関し、村当局の考えを問い

ました。

　一般質問は、本会議で議員が執行機関

である村長などに対し、村政全般に関す

る、事務の執行状況、村政の方針などに

ついて、問いただしたりすることをいい

ます。村議会では一般質問は「一
いち

問
もん

一
いつ

答
とう

方式」で行っており、１人 60 分の制限時

間内で質問・答弁を繰り返します。

村の課題を熱く議論�

次の㌻は

　　　【１番目】

中
なかがみ

上  一
かず

登
と

 議員　８p

①行政と第三セクター ( 株 )「青の国ふだい」
の関係聞く

②子育て支援、教育的支援の拡充策は

　　　【２番目】

金
かね　こ

子  泰
やす

男
お

 議員　９p

①三陸復興公立公園「普代浜園地」の今後
の振興策示せ

②栽培漁業の成果と今後の展望聞く

質問者と内容

■９月定例会−決算審議

◆ ９月定例会で決まった議案 ◆
議案番号等　 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号 平成 30 年度普代村一般会計補正予算（第
４号）

可　決
（全員賛成）議案第２号 平成 30 年度普代村国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）

議案第３号 平成 30 年度普代村簡易水道特別会計補
正予算（第３号）

議案第４号 普代村教育委員会委員の任命に関し同意
を求めることについて

同　意
（全員賛成）

議案第５号
普代村社会体育館カーボン・マネジメン
ト強化事業の請負契約の締結に関し議決
を求めることについて 可　決

（全員賛成）

議案第６号
黒崎地域活動拠点施設建築工事の請負契
約の締結に関し議決を求めることについ
て

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に対する意見
の答申について

適　任

報告第１号 平成 29 年度普代村の財政の健全化判断
比率及び資金不足比率について

－

報告第２号
村道普代駅前１号線（沢山橋）道路改良
工事の変更請負契約に関する専決処分の
報告について

認定第１号 平成 29 年度普代村一般会計歳入歳出決
算の認定について

認　定
（全員賛成）

認定第２号 平成 29 年度普代村国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定第３号 平成 29 年度普代村国民健康保険診療施
設特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第４号 平成 29 年度普代村簡易水道特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定第５号 平成 29 年度普代村休養施設事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定第６号 平成 29 年度普代村漁業集落排水事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

認定第７号 平成 29 年度普代村後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

発議案
第１号

「私学助成の充実を求める意見書」の提
出について

可　決 
（全員賛成）

人
　
　
事

教
育
委
員
に
荒
木
さ
ん
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
黒
崎
の

荒
木
紀み

ち

子こ

さ
ん
（
73
）
を
教
育

委
員
会
委
員
に
任
命
（
再
任
）

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
34
年
9
月
30
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
佐
々
木
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
中
央

区
の
佐
々
木
健
一
さ
ん
（
61
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
、

柾
屋
村
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
間
で
す
。

水
道
の
取
水
を

見
直
す
計
画
は

（
生
活
基
盤
）

大
上
委
員

問
　
水
道
の
取
水
に
つ
い
て
、

年
数
が
経
過
す
る
と
衛
生
面
な

ど
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

年
数
を
か
け
て
見
直
す
考
え
は

な
い
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答
　
水
道
施
設
、
取
水
も
含
み

老
朽
化
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
水

道
管
な
ど
の
不
備
、
漏
水
な
ど

も
出
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
年

次
的
な
計
画
を
し
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
費
の
充
実

基
準
上
げ
ら
れ
る
か

（
子
育
て
支
援
）

中
上
委
員

問
　
準
要
保
護
生
徒
就
学
援
助

費
の
認
定
に
、
教
育
長
が
別
に

定
め
る
認
定
基
準
と
し
て
世
帯

収
入
１
２
５
万
円
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
基
準
を
上
げ
る
こ
と

は
可
能
か
ど
う
か
。

三
船
教
育
長

答
　
相
対
的
貧
困
率
は
恐
ら
く

月
額
10
万
２
千
円
で
推
移
し
て

い
る
と
思
う
。

  

そ
の
基
準
で
１
２
５
万
円
と

見
て
い
る
が
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
含
め
検
討
の
余
地
は
あ
る
の

か
と
思
う
。

  

そ
の
相
対
的
貧
困
率
は
、
全

く
単
独
の
ひ
と
り
親
家
庭
と
い

う
意
味
だ
が
、
普
代
の
場
合
、

一
応
世
帯
分
離
は
し
て
い
る
が

同
居
し
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
家
庭
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
世
帯

に
も
手
当
し
て
い
る
。

　

家
庭
の
所
得
で
見
る
と
全
然

違
っ
て
く
る
の
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

い
る
。
自
主
財
源
と
な
る
税

収
の
確
保
や
公
平
性
と
い
う

見
地
か
ら
も
、「
岩
手
県
地

方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
」

と
連
携
を
密
に
し
、
さ
ら

な
る
徴
収
体
制
の
強
化
を

図
ら
れ
た
い
。

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
採
算
の
原
則
に
立

ち
、
歳
入
の
増
収
と
経
費

節
減
な
ど
に
意
を
配
し
、

収
支
の
均
衡
が
保
た
れ
る

よ
う
一
層
の
努
力
を
要
望

す
る
。

　

今
後
も
村
民
の
行
政
に

対
す
る
期
待
は
大
き
く
、

財
政
需
要
は
さ
ら
に
増
大

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

事
務
事
業
の
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
優
先
度
、
緊
急

度
を
十
分
考
慮
し
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
一
層
効
果
的
な
行

政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

平
成
29
年
度
は
、
台
風
10

号
災
害
復
旧
事
業
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
道
路
新
設
改
良
事

業
、
普
代
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
育

成
拠
点
整
備
事
業
、
地
域

活
動
拠
点
施
設
整
備
事

業
（
太
田
名
部
公
民
館
新

築
）、
南
浜
住
宅
建
替
工

事
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

歳
出
は
前
年
度
に
比

べ
１
億
３
８
４
２
万
１ 

千
円
（
３
・
23
％
）
の
減 

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
と
６
つ
の

特
別
会
計
全
会
計
総
額

の
実
質
収
支
は
１
億
３ 

３
３
９
万
５
千
円
で
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。
基
金
の

残
高
は
18
億
６
０
６
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

村
税
合
計
の
徴
収
率
は
、

95
・
37
％
で
、
前
年
度
比 

0
・
58
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て

監
査
意
見

松
葉
明あ

き

人ひ
と 

監
査
委
員

大
上
浩ひ

ろ

史し 

監
査
委
員

堀内簡易水道の水源地

効果的な行政運営を

9 月 20 日の本会議で平成 29 年度決算が認定されました
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三セク、行政関与の
留意点は

普代浜園地
さらなる整備計画は

三
セ
ク
が
ス
タ
ー
ト

し
て
１
年
が
経
過
し

た
。
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社

は
「
公
共
性
と
採
算
性
を
併
せ

持
つ
」
と
い
わ
れ
る
が
、
行
政

が
関
与
す
る
に
あ
た
り
留
意
点

を
伺
う
。

最
小
限
の
関
与
と
す
る

柾
屋
村
長
　
村
全
体

の
財
政
運
営
に
影
響

す
る
こ
と
で
あ
り
、
経
営
内
容

に
は
最
大
の
注
意
を
払
っ
て
い

く
。

　

三
セ
ク
自
体
独
立
し
た
経
営

体
で
は
あ
る
が
、
村
が
出
資
金

の
多
く
を
拠
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
経
営
内
容
の
確
認
や
助

言
・
要
請
等
は
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
と
考
え
る
。

　

留
意
点
に
つ
い
て
は
、
会
社

の
自
主
性
・
主
体
性
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が

ら
、自
助
努
力
を
促
し
、サ
ポ
ー

ト
を
基
本
と
し
て
最
小
限
の
関

与
に
留
意
す
る
。

職
員
の
関
与
と
し

て
、
対
応
の
指
針
は

な
い
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長　

村
と
共

同
で
村
づ
く
り
を
進

め
る
、
対
等
協
力
関
係
を
旨
と

し
て
い
る
。く

ろ
さ
き
荘
存
続
で

も
議
論
さ
れ
た
が
、

赤
字
は
ど
こ
ま
で
容
認
さ
れ
る

の
か
と
い
う
行
政
側
の
指
針
は

な
い
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長　

策
定
は

し
て
い
な
い
。
財
政

支
援
の
必
要
を
早
め
に
見
極
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
律

で
は
な
く
、
総
合
的
に
と
思
っ

て
い
る
。

　

取
締
役
会
等
も
あ
り
、
具
体

的
な
額
、
取
り
決
め
は
今
後
協

議
す
る
。

役
員
会
な
ど
も
あ
る

と
思
う
が
、
役
場
と

し
て
の
考
え
は
な
い
の
か
。
検

討
期
限
も
伺
う
。

柾
屋
村
長
　
会
社
側

も
関
わ
る
こ
と
で
、

時
期
も
額
も
明
言
で
き
な
い
。

健
全
化
指
針
は
、
他
の
地
方
公

共
団
体
と
同
様
に
作
る
べ
き

だ
。
中
身
に
つ
い
て
は
職
員
、

議
会
、
会
社
と
相
談
す
る
。

行
政
収
入
と
な
っ
て

い
た
駅
舎
家
賃
収
入

97
万
８
０
０
０
円
が
、
昨
年
か

ら
㈱
青
の
国
の
収
入
に
な
っ
て

い
る
。
民
間
会
社
に
そ
の
ま
ま

収
入
が
移
行
し
て
問
題
な
い
の

か
伺
う
。

柾
屋
村
長　

法
的
に

は
問
題
な
い
。
会
社

設
立
の
協
議
で
も
収
支
見
込
み

に
入
れ
て
説
明
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
料
と
し
て
、
法
人

が
収
入
と
し
て
賄
う
こ
と
が
自

治
法
上
可
能
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

日
本
は
子
育
て
支
援

が
先
進
諸
国
に
比
べ

予
算
が
非
常
に
低
い
レ
ベ
ル
に

あ
る
こ
と
が
、
内
閣
府
の
子
ど

も
白
書
等
の
デ
ー
タ
に
示
さ
れ

て
る
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
そ

の
よ
う
な
背
景
や
、
少
子
化
等

も
あ
り
学
校
以
外
の
居
場
所
と

し
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
教

育
も
含
め
今
後
の
充
実
策
を
伺

う
。

三
船
教
育
長　

本
村

の
放
課
後
子
ど
も
教

室
は
、
現
在
登
録
者
が
32
名
の

児
童
を
６
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
等

で
運
営
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
が
厳
し
く
、
集
団
生
活

が
う
ま
く
で
き
な
い
児
童
が
増

加
し
て
い
る
中
、
ス
タ
ッ
フ
へ

の
負
担
が
増
し
て
い
る
状
況
が

あ
る
。

　

増
員
確
保
に
努
め
、
研
修
会

等
へ
も
積
極
的
に
参
加
を
促

し
、
質
を
高
め
安
全
な
運
営
を

目
指
し
て
ま
い
る
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
に

教
育
的
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。現
在
小
学
校
に
４
人
、

中
学
校
に
は
10
月
か
ら
３
人
の

特
別
支
援
員
を
配
置
し
て
、
支

援
に
努
め
て
い
る
。

　

③
官
民
の
共
同
強
化
や
隣
村

な
ど
と
の
連
携
協
力
等
可
能
な

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

遊
具
設
置
に
つ
い
て
は
、
事
故

等
の
安
全
確
保
と
老
朽
化
・
更

新
の
期
間
な
ど
考
慮
し
、
検
討

に
上
げ
た
い
。

普
代
浜
園
地
の
海
水

浴
場
に
泳
げ
る
場
所

の
表
示
は
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
監

視
体
制
は
万
全
か
伺
う
。

柾
屋
村
長　

今
工
事

中
で
、
ど
こ
ま
で
が

河
口
部
分
か
、
土
地
も
横
断
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な

普
代
浜
園
地
北
側
・

南
側
と
も
に
整
備
さ

れ
、
観
光
の
大
き
な
目
玉
の
場

所
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
①
村

と
し
て
さ
ら
な
る
計
画
は
あ
る

の
か　

②
観
光
客
を
呼
び
込
む

た
め
に
何
を
メ
イ
ン
と
し
、
売

り
に
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か　

③

イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
、
子
供
た

ち
が
集
ま
る
よ
う
に
、
遊
具
等

を
設
置
し
公
園
的
な
場
所
を
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

柾
屋
村
長　

①
導
流

堤
復
旧
が
、
県
の
決

断
で
本
年
着
工
と
な
り
、
河
口

が
北
側
、
砂
浜
が
南
側
の
広
場

に
地
続
き
に
な
る
か
た
ち
で
概

ね
見
え
て
き
た
。

　

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
キ
ラ
ウ
ミ
活
用
基
本
構
想
作

り
に
着
手
し
て
お
り
、
遠
く
な

く
官
民
で
の
委
員
会
も
設
置
し
、

検
討
・
構
想
作
り
を
進
め
た
い
。

　

②
地
引
き
網
体
験
、
河
津
桜

の
花
見
、
子
供
た
ち
や
高
齢
者

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
諸
イ
ベ

ン
ト
の
質
・
魅
力
も
ア
ッ
プ
す

る
売
り
込
み
を
強
め
、
併
せ
て

物
産
、
く
ろ
さ
き
荘
や
民
泊
な

ど
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
る
。

か
難
し
い
が
、
来
年
の
状
況
を

見
な
が
ら
設
置
し
て
い
き
た
い
。

道
下
政
策
推
進
室
長

震
災
以
降
、
監
視
員

２
名
の
方
に
交
代
で
お
願
い
し

て
い
る
。
救
護
・
救
急
と
い
っ

た
体
制
で
は
な
い
が
、
万
が
一

の
蘇
生
法
の
講
習
は
毎
年
受
講

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

栽
培
漁
業
の
展
望
は

ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
事

業
に
つ
い
て
、
①
放

流
に
よ
る
こ
こ
10
年
間
の
ア
ワ

ビ
の
漁
獲
の
変
化
は
ど
う
か　

②
資
源
の
減
少
に
つ
い
て
県
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
検
証
結

果
が
出
て
い
る
の
か
。
２
点
伺

う
。

柾
屋
村
長　

①
稚
貝

放
流
は
、
昭
和
54
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
年
平
均

漁
獲
量
で
平
成
20
年
以
後
は 

７
・
２
㌧
。
40
年
間
で
は
７
割

減
の
３
分
の
１
と
な
っ
て
い

る
。

　

②
近
年
、
低
水
準
・
横
ば
い

期
と
な
っ
て
い
る
中
、
20
％
が

放
流
資
源
と
い
う
こ
と
か
ら
、

放
流
事
業
が
一
定
の
漁
獲
量
を

支
え
る
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

判
断
を
し
て
い
る
。

　

震
災
で
流
出
し
た
天
然
も
の

が
徐
々
に
回
復
し
、
震
災
後
の

放
流
も
の
も
漁
獲
に
加
わ
っ
て

く
る
の
で
、
現
状
ど
お
り
の
操

業
、
口
開
け
回
数
で
も
資
源
の

回
復
へ
の
影
響
は
少
な
い
と

し
、
放
流
数
も
８
０
０
万
個
か

ら
８
９
０
万
個
に
拡
大
。
漁
獲

量
も
４
０
０
㌧
に
回
復
さ
せ
た

い
と
県
で
は
示
し
て
い
る
。

漁
獲
量
が
増
え
な
い

原
因
と
、
ネ
ダ
リ
浜

で
の
ア
ワ
ビ
の
蓄
養
（
研
究
）

は
、
ど
の
程
度
ま
で
研
究
成
果

が
出
て
い
る
の
か
。

柾
屋
村
長　

全
国
ベ 

ー
ス
で
の
要
因
の
検

討
で
は
、
捕
り
す
ぎ
、
水
温
の

上
昇
、
磯
焼
け
に
よ
る
海
藻
の

減
が
原
因
と
さ
れ
る
。
海
中
林

作
り
、
資
源
の
在
り
方
等
々
を

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
下
政
策
推
進
室
長

毎
月
、
個
体
の
移
動

と
成
長
の
記
録
を
し
て
い
る

が
、
個
体
が
増
え
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
に
は
な
い
。
今
後

は
生
存
率
等
も
調
査
す
る
。

自助努力促しサポートが基本
―  柾屋村長

北側・南側の魅力生かした構想作る
―  柾屋村長

中
上
一
登

金
子
泰
男

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

物産販売、駅業務などを行う㈱青の国ふだいベンチが設置されるなど整備が進む普代浜園地（南側）

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

地方創生観光振興

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問
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請
願
・
陳
情

　
９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
１
件
で
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
（
金
子
泰
男
委
員
長
）
で
審
査
し

た
結
果
、
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
。
本
会
議
で
も

全
員
賛
成
し
、
発
議
案
と
し
て
国
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
私
学
へ
の
助
成

　
増
額
・
充
実
を

▼
陳
情
人

　

私
学
助
成
を
す
す
め
る
岩

手
の
会　

会
長　

土
屋
直
人

▼
陳
情
の
内
容

　
私
学
教
育
を
充
実
・
発
展
さ

せ
る
た
め
の
陳
情

　

現
在
、
私
立
学
校
の
経
営
基

盤
は
、
厳
し
い
環
境
に
あ
り
保

護
者
の
学
費
負
担
は
家
計
を
大

き
く
圧
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、

生
徒
一
人
当
り
に
か
け
ら
れ
る

教
育
費
が
公
立
学
校
と
比
べ
て

低
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
教
育
条
件
の

維
持
、
向
上
と
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全

化
に
資
す
る
た
め
、
運
営
費
を

は
じ
め
と
す
る
公
費
助
成
の
一

層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
学
助
成

に
つ
い
て
、
過
疎
地
域
の
私
立

高
校
に
対
す
る
特
別
助
成
の
増

額
を
含
め
、
私
学
助
成
金
を
さ

ら
に
充
実
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
。

▼
採
択
の
理
由

　

審
査
で
は
、
公
立
高
校
で

あ
っ
て
も
私
立
高
校
で
あ
っ
て

も
将
来
の
地
域
を
担
う
生
徒
が

等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を

尊
重
し
、
採
択
と
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の

陳
情
１
件
を
採
択

議員シンポジウムで
中上議員が意見発表

　岩手県町村議会議長会主催

の町村議会議員シンポジウム

が 9 月 28 日、自治会館で開

かれ、中上一登議員が「住民

懇談会・議会報告会を考える」

と題して意見発表しました。

　中上議員はこれまで 3 回

行った「村民と議会との意見

交換会」の経緯や効果、課題

などを説明しました。シンポ

ジウムには議員ら 68 人が参

加。県内を 4 ブロックに分け

た代表者がそれぞれの議会の

取り組みを発表しました。

道
の
駅
申
請
に
予
算
計
上

　

村
議
会
第
４
回
臨
時
議
会

は
、
７
月
25
日
開
会
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
案
件
は
、
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
・
同
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
の
２

件
を
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

補
正
額
２
６
１
３
万
５
千
円
を

増
額
し
、
総
額
で
30
億
４
４
７

万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
小
中
一
貫
校
建

設
に
向
け
た
教
育
施
設
等
整
備

基
金
積
立
金
に
２
０
０
０
万

円
、
白
井
漁
港
漁
村
再
生
交
付

金
業
務
委
託
料
１
０
５
０
万

円
、
旧
堀
内
小
学
校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

改
修
事
業
３
１
９
万
６
千
円
、

普
代
駅
前
の
道
の
駅
申
請
に
係

る
調
査
等
業
務
委
託
料
３
１
０

万
円
な
ど
増
額
し
ま
し
た
。

食
中
毒
和
解
案
を
可
決

　

村
議
会
第
６
回
臨
時
議
会

は
、
10
月
29
日
開
会
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
案
件
は
、
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
・
同
休
養

施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
、
白
井
漁
港
区
域
内
公
有
水

面
埋
立
、
食
中
毒
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
す
る
こ
と
の
４
件
を
全
員
賛

成
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

和
解
案
は
食
中
毒
を
発
症
し

た
１
９
１
人
に
対
し
、
慰
謝
料

や
医
療
費
、
休
業
損
害
と
し
て

計
１
０
６
万
円
を
支
払
う
も
の

で
す
。

第
４
回

臨
時
議
会

第
６
回

臨
時
議
会

議 会 の 動 き事務局
日誌から ７月 21日〜 10 月31日

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）
から見ることができます。トップページの右下にある 議会だより をクリックしてください。ぜひ、
この機会にウェブサイトもご覧ください。

議会だより

月　日 場　　所 事　　　　　項 出　席　者
7 月 21日 宮古市 はまゆり学園夏まつり 熊谷議員

25日 役場 議会運営委員会、村議会第 4回臨時会 各委員、各議員議会全員協議会、総務常任委員会
26～ 27日 盛岡市 県町村議会議長会第 50回町村議会夏季議員大学講座 熊谷副議長、野場・森田議員

27日 役場 第 1回ふだいまつり実行委員会 中村議長
31日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

8月 2日 産直きらうみほか 総務常任委員会 各委員
3日 久慈市 久慈地区市町村議会連絡協議会定期総会 中村議長、熊谷副議長

6日
太田名部漁港 平成 30年度漁港検診 各議員
妙相寺 普代村戦没者追悼式 各議員
役場 総務常任委員会、産業経済常任委員会 各委員

12日 くろさき荘 第 30回ふるさと普代会の集い 各議員
14日 北緯40度運動公園野球場 村長旗争奪地区対抗第 64回野球大会開会式 中村議長
22日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
24日 役場ほか 市町村からの要望 各議員

役場 総務常任委員会、産業経済常任委員会 各委員
28日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
29日 東京都 重点要望に関する中央実行運動 中村議長

30～ 31日 東京都 中央研修会並びに岩手県選出国会議員との懇談会 中村議長、熊谷副議長
9月 6日 普代商店街 ふだいまつりに係る上組・下組合同前夜祭 中村議長

７日 八幡宮神社 八幡宮神社安全祈願 中村議長
7～ 9日 村内 ふだいまつり 各議員
10日 盛岡市 第 56回知事を囲む懇談会 中村議長
11日 役場 議会運営委員会 各委員
14日 盛岡市 台湾花蓮訪日団歓迎レセプション 中村議長
15日 うねとり荘 ふれあい敬老会 中村議長

18～ 20日 役場 村議会第 5回定例会、産業経済常任委員会 各議員、各委員

21日
社会体育館 普代村敬老会 各議員
矢巾町 矢巾の恵みを味わう夕べ　普代の海の幸とともに 中村議長、熊谷副議長、

中上・正路・金子議員
22日 宮古市 第 11回いわての森林の感謝祭 中村議長
25日 役場 議会全員協議会 各議員
26日 盛岡市 県町村議会議長会第 2回定例理事会、臨時総会、第 2回

政務調査会 中村議長

28日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
盛岡市 県町村議会議長会町村議会議員シンポジウム 嵯峨・中上・正路・野場・森田議員

29日 はまゆり子ども園 はまゆり子ども園運動会 各議員
30日 久慈市 八戸・久慈自動車道整備促進住民大会 各議員

10月 5日 盛岡市 岩手県漁港漁村協会東日本大震災津波等からの復旧・復
興対策に関する県への要望 中村議長

10日 陸前高田市 リアス・ハイウェイ早期実現陸前高田大会 熊谷副議長
12日 役場 議会広報常任委員会 各委員
13日 普代中学校 小中合同文化祭（普代スクールフェスタ 2018） 各議員
16日 役場 議会全員協議会 各議員

17～ 19日 京都府 県町村議会議長会政務調査会研修会 中村議長
19日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上・野場議員

21日
矢巾町 矢巾町産業まつり 中村議長、中上・正路・金子議員
葛巻町 北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会設立総会 熊谷副議長、野場産業経済

常任委員長
22日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
23日 白井トンネル坑内 国道 45号白井地区道路工事白井トンネル貫通式 中村議長

26日
久慈市 第 44回岩手県精神保健福祉大会 中村議長
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会運営等に関する協

議・同議会定例会 熊谷議員
28日 久慈市 平庭闘牛大会もみじ場所 野場産業経済常任委員長

29日
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査及び定期監査 熊谷議員
役場 議会運営委員会、村議会第 6回臨時会 各委員、各議員
役場ほか 議会全員協議会 各議員

31日 久慈市 久慈広域連合議会定例会 大上・野場議員

こんなことが
決まりました
４・６回
臨時議会

●11
ふだい議会だより  №145

平成30年11月15日発行
●10

ふだい議会だより  №145

平成30年11月15日発行



●14
ふだい議会だより  №127

平成26年５月１日発行

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
森
　
田
　
幸
　
一

副
委
員
長
　
　
正
　
路
　
正
　
敏

委
　
　
員
　
　
中
　
上
　
一
　
登

　
　
　
　
　
　
嵯
　
峨
　
典
　
行

■発行日　平成30年11月15日　 ■発行　普代村議会　 ■編集　議会広報常任委員会

〒028−8392　岩手県下閉伊郡普代村第９地割字銅屋13番地２　

TEL 0194−35−2118　FAX 0194−35−2712

ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

普代の伝統広めたい
熊
くま

谷
がい

 菜
な

摘
つみ

さん（普代小 6 年）

 普代村の良さは、海とか山があって、自然

が豊かなところと、学校に行くときや学校

から帰るときに「いってらっしゃい」とか「さ

ようなら」っていってくれるところです。

みんな優しいと思います。

　これからも自然が豊かでみんなが優しい

村になってほしいと思います。あと、鵜鳥

神楽とかも続けてほしいです。

　ぼくは将来プロ野球選手になりたいです。

そして活躍して普代の人たちに喜んでほし

いです！

　

９
月
定
例
会
も
終
わ
り
、
一
息

つ
く
間
も
な
く
敬
老
会
で
の
食
中

毒
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
あ

わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
ま
し

て
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
も
台
風
の
影
響
に
よ
り

海
フ
ェ
ス
タ
の
中
止
、夏
に
は
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
の
中
止
、
ふ
だ
い
ま
つ

り
は
２
日
目
、
３
日
目
は
雨
の
お

ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
天
候
不
順
に
悩

ま
さ
れ
ず
、
順
調
に
事
業
消
化
し

年
末
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
寒
く

な
り
ま
す
。
早
め
の
対
応
を
。

�

（
正
路
正
敏
）

　

９
月
定
例
会
も
無
事
に
終
わ

り
、
議
会
だ
よ
り
が
村
民
の
皆
様

に
届
く
こ
ろ
は
夕
暮
れ
も
早
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
時
に
は
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
交
通
事
故

に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

　

今
年
の
秋
サ
ケ
漁
も
不
漁
気
味

だ
と
か
、
こ
れ
か
ら
の
大
漁
を

願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
嵯
峨
典
行
）

あ
と
が
き

村づくりの方向性が決まる議会の傍聴を、ぜひ！

　村議会定例会は、３月、６月、９月、12 月の

年４回、役場 3 階の議会議場で開かれます。議員

は議場でどんな発言をしているのか、また、どん

な村づくりを考えているのか、今後の村の方向性

を直接聞くことができる機会です。ぜひ、お越し

ください。

　また、役場 1 階にある村民ホールのテレビでも

議会中継を見ることができますので、お気軽にど

うぞ。

　９月定例会の傍聴者は 11 人でした。

問＝議会事務局（☎35−2118）

次回は12月中旬を予定
議会の傍聴、お待ちしています�

議会にお出
い

でください。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

みんなが優しい村に
野
の

田
だ

口
ぐち

 太
たい

希
き

さん（普代小 6 年）

　海の幸がたくさんあり、緑がいっぱいで、

そこが私の好きなところであり、それが普代

の良さだと思います。

　普代の緑をなくさないために、ゴミゼロ運

動をしたり、海をきれいにするには、川や海

にゴミをすてないようにしていきたいと思

います。

　私は、中学校の神楽（鵜
うの

鳥
とり

七
なな

頭
づ

舞
まい

）をやる

つもりなので、たくさんの人に普代の伝統を

広めることができたらなと思います


